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Periplus

 

 

 

020年に開催された ”Co-『』takamatsu project”  

という取り組みに参加したことが、KaNoHa   

Projectを始めたきっかけだと語るのは、堀内日向歩 

さん(20 )。 

「”Co-『』takamatsu project” は学生など若い世代の 

人が企業の方や地域のプロフェッショナルな方と一緒に 

高松や香川を良くするアイデアを 1か月くらいの期間グ 

ループワークをしながら考えるんです。そして最終的に 

は部門ごとの審査員の前でビジネスアイデアとして発表 

するという取り組みです。私は食部門に参加していたの 

ですが、その部門に農家の方や八百屋さんが加わってい 

たんですね。そこで色々と食や香川の野菜について教え 

ていただきました。その時に ”実際に農家に行ってみた 

方がいい”というアドバイスをいただき、実際に農家の方 

や八百屋さんに伺ってお話を聴いたりしました。その経験 

を通じて香川の農産物の魅力に触れることができました。 

ただ、香川県民は自分たちの県の野菜をあまり消費しない 

ということを知り、そういった問題を解決したいと考える 

ようになったんです。残念ながら”Co-『』takamatsu  

project”では入賞とかはできなかったですが、そこでお会 

いしたホテルの方にご協力いただき、最初は 1人で始めま 

した。実は、私は農学部に在籍しているんですが遺伝子操 

作や認知症研究など医学分野の研究に興味があるので、こ 

のプロジェクトに参加するまでは、農業にあまり興味は無 

かったんです。なので本当にたまたまという感じですね。」 
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5月号 

No.18 

農業、始めました。 

堀内日向歩さん( 20 歳) 

2000 年,山梨県出身。 

香川大学農学部在籍中, KaNoHa Project リー

ダー。 

コロナでの自宅待機の際に「大学生活をのうの

うと終わらせたくない」と思い、ビジネスアイ

デアコンテスト「co-『 』takamatsu project」

に参加。そこで農家の方と出会ったことをきっ

かけに農業に興味を持つ。昨年 9 月に 1 人で

KaNoHa project を立ち上げ、収穫販売イベン

トやマルシェ運営、農作業ボランティアなどを

実施。現在は香川大学生 15 名で活動中。 

 

2021 

農業未経験から、一人で活動を始める。 
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年 9月から本格的に現在の活動を開始し、現在ではメンバーも 15人に増え、いまではすっかり夢中

になっているという堀内さん。農業の魅力について語ってくれた。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「私たちは農家の方へのインタビューを行い情報発信を行っているのですが、自分たちも学生だけで畑を運

営しています。畑仕事はとても大変で、時間も手間もかかります。土日を両日とも作業に充てなければならな

いことも多いです。しかし、手間をかければかけるほど野菜に対して愛着が沸きますし、収穫したときに達成

感があります。他にも畑仕事は一人ではできないので、色んな方々との関わることもできますし、学びの多い

ものだと思います。今年の春までは農家の方の持っている体験農園のボランティアという形だったんですが、

この春からは自分たちの畑を 300坪分お借りすることができました。いまは土起こしや畝づくりの段階なんで

すけどそれが済んだらサツマイモ、小豆、夏野菜全般、カボチャ、大豆などを育てようという計画を立ててい

ます。土起こしの時に手伝ってくれる方の募集をかけたら、30人くらい香川大学から来ていただき、思ったよ

り農業に興味のある若者がいるんだと感じましたね。」 

 

 

 

 

業を実際にやってみて感じた農業や地域社会が抱える課題については、 

「実際にやってみて感じたのは廃棄される野菜が想像以上に多いことですね。例えばほうれん草は成

長速度が速く、1週間で 15cm程伸びるのですが、出荷する規格が決まっているのでそれ以上になっ

たものは全て廃棄されてしまうんです。この前は規格外野菜を使ってキッシュを作ったんですが、全然味には

昨 

農 

農業は大変。だからこそやりがいがある。 

廃棄野菜と後継者問題 

堀内さんと KaNoHa Project のメンバー 

(撮影時のメンバーは 7 名) 
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問題ないので何とかできないかなと思っています。でもあまり多く出回ると値崩れを起こす可能性もあるので

そこにも留意しないといけないのが難しいところですけど。他には高齢化や後継者についてですね。私は最初

後継者不足が大きな問題だと考えていたんですが、実際に農家の方に聞いてみるとビジネスとして軌道に乗っ

ている農家の方は稼ぎ方を知っているんで、自分の子どもに継がせたいという気持ちが強く、変に他の人に譲

りたくないという考えの方が多い印象です。反対に兼業農家としてやってきた方や今はもう畑をやっていない

方はやっぱりしっかりやってくれる人に譲りたいという考えの方が多い印象です。」 

 

 

      

ロジェクトのこれからの活動については、 

「私たちの活動の軸が農家と消費者の距離を

繋げることと、地産地消の促進なんです   

ね。いまはまだ最初の学生と農家を繋げる段階です

が、今後は学生以外の人にも影響を与えることができ

たらいいなと考えています。直近だと、香川県はアス

パラが有名で “さぬきのめざめ” というブランドアスパ

ラがあったりするんですが、それに注目した『アスパ

ラ大騒ぎ』というイベントにブースの出店をすること

になったので、そこで地域の方にアスパラの魅力を伝

えることできるような内容を考えています。他には将

来的には自分たちの畑で採れたものを地域のお店など

とコラボできたらいいなと思っています。」 

 

 

 

 

 

 

 

業人口の減少や高齢化は以前より問題として取り上げられているが、農林水産省が実施している “新

規就農者調査” によると、1平成 30年の 20~29歳の新規雇用就農者数は 2,680人、令和元年は 3,170

人となっている。特に非農家出身者数は平成 30年に 2,170人だったのに対し、令和元年は 2,850人

と増加している。この数値は平成 27年の 3,290人に迫るものであり、若者の農業への関心が高まっていること

を示しているのではないか。 

 基幹産業を農業としている過疎地域は多く、そういった地域に若者が農業をする為に移住し、地域のコミュ

ニティを形成し、地域に根差していくことができれば過疎問題や地域活性化、そして地域への政治参加の向上

にも繋がることになるのではないだろうか。 

 

 

 
1 農林水産省 『新規就農者調査』-新規雇用就農者数 参照 

プ           

農 

農家と消費者を繋げる 

農業から地域に若者を根付かせる。 


